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【目的】Tetragenococcus halophilus はしょうゆ醸造において重要な役割を担ってい

る好塩性乳酸菌である。本研究では、しょうゆ諸味から分離した乳酸菌の中から免疫

調節作用の高い菌株をスクリーニングし、アレルギー症状改善の可能性を検討した。 

【方法】(1) 免疫調節機能の高い乳酸菌の選抜 しょうゆ諸味から分離した乳酸菌に

ついて、マウス腹腔滲出マクロファージのインターロイキン 12（IL-12）産生誘導能

を評価し、高い活性を示す株を選抜した。(2) Th1 型免疫誘導の確認 選抜した菌株

（Th221 株）が Th1 型免疫を誘導することを確認するために、マウスに経口投与を行

い、遅延型過敏反応を観察した。(3) 抗原特異的 IgE 産生の抑制 卵白アルブミン

（OVA）感作マウスに Th221 菌体を経口投与し、OVA 特異的 IgE 量を測定した。(4) 通

年性アレルギー性鼻炎に対する臨床効果 症状が中等症以上と診断された通年性ア

レルギー性鼻炎を示すボランティア 45 名に、プラセボ錠剤または Th221 菌含有錠剤

（低用量群：20 mg／日、高用量群：60 mg／日）を 8 週間摂取させた。そして、アレ

ルギー日誌による自覚症状（くしゃみ発作、鼻汁、鼻閉、日常生活の支障度）、およ

び医師による所見についてスコア化して効果を調べた。 

【結果】(1) しょうゆ諸味から分離した乳酸菌約 240 株について IL-12 産生誘導能を

評価し、高い活性を示す菌株として Th221 株を選抜した。本菌株は、培地食塩濃度 10%

以上で生育させた場合に強い IL-12 産生誘導能を示した。(2) Th221 菌体を経口投与

したマウスでは、遅延型過敏反応の増強が確認された。また解剖時の脾臓懸濁細胞の

IFN-γ 産生能は Th221 摂取群で有意に上昇していた。(3) Th221 菌体を経口投与した

マウスでは、OVA 特異的 IgE の上昇が有意に抑制された。また解剖時の脾臓懸濁細胞

の IL-4 産生能は Th221 摂取群で有意に低下していた。(4) 60 mg 摂取群は摂取前と比

較して重症度、鼻症状スコアなどで有意な低下が認められた。血液学的検査では、全

て基準内の変動であり、臨床上問題となる変化は認められなかった。すなわち、Th221

菌体には通年性アレルギー性鼻炎に対する有効性、安全性があることが明らかになっ

た。これらの結果から、Th221 摂取により通年性アレルギー性鼻炎以外のアレルギー

（花粉症など）の症状緩和も期待できる。 


